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 第１号議案 

特定非営利活動法人 鎌倉広町の森市民の会 

2022年度 事業報告書 

(第21期：2022.4.1〜2023.3.31) 

1 2022年度の取り組み概要 

１） 従来からの活動の着実な実行 

第1期指定管理者から通算７年で得た経験と知識を活かし、鎌倉広町緑地の環境の保全と向上

に努めた。市民が都市林の環境を楽しめる機会をより多く創出した。合わせて都市林の維持管理

と生物多様性の重要性を理解してもらうことに努めた。 

また、市民自ら管理運営に参加できる仕組み作りとして近隣自治会との協働作業の実施、子ど

も達の自然体験の場所づくりに関して出張冒険遊び場への協力などを行なった。 

２） 広町の在り方、活動・方向性の再確認と各種プロジェクトの推進 

8月より、現場推進、緑地設計、外部連携、広報、組織強化(プロジェクト名称については一部

仮設定)の５つのプロジェクトを立ち上げ、それぞれこれまでの取り組みの共有、今後の夢など

の意見交換を踏まえ、今後の方針検討のための話し合いの場を持った。 

① 次期指定管理選定に向け、単独応募を視野に入れた諸検討  

当初年度内に素案作成を予定したが、課題の整理と共有や、今後の体制についての丁寧な意

見交換を重視し、素案作成は、次年度に送ることとした。 

次期指定管理応募体制の意思決定については、8月以来、「プロジェクト」活動として、会の

今後の姿を模索すべく、関連する調査・検討も進め多様な情報を整理し、意見交換を重ねた結

果、最終的に2023年1月7日臨時理事会において、次期の運営体制についての選択肢を整理

し、理事間の意見交換を踏まえ、応募体制について記名投票の結果、「現共同事業体応募」5

名、「単独応募」11名、「その他の応募体制」3名で、「単独応募」を鎌倉広町緑地次期指定管理

の応募体制とすることを議決した。 

② 市民の会会員の増強 

活動を支える会員に関しては、初期の会員の高齢化による減少が続いている。一方で青空自

主保育でんでんむしの保護者及びかまくら緑の探偵団の保護者の入会は毎年継続しており、ボ

ランティアからの入会と合わせて新規入会増の要因となっている。またボランティアの募集を

積極的に行い、持続可能な活動の出来る NPO 法人としての安定基盤作りに努めた。しかしな

がら、2022年度の会員数は期初の552名から期末には506名に減少しており、会員増に向けた

抜本的な対策が必要である。 

③ 理事会・事務局の再構築 

理事会の再構築については、8月より7名の新任理事が新たに参加し、理事19名、監事2名の

運営体制とし、プロジェクトを推進した。 

事務局の再構築については、事務局スタッフとして8月に2名、2月より4名が加わり、従来2

名の中心スタッフで推進してきた業務を多様なスタッフでシェアしながら運営する体制への移

行を進めて来た。経理の DX 化、多数の短時間業務のスタッフでの業務連携の為の業務

SNS(LINE WORKS)の導入など業務の効率化を推進し、NPO 法人としての安定した基盤作り

に努めているところである。 
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2 事業内容 

⑴ 都市林づくりの活動を通じて、自然環境を保全する取り組みを行い、生物多様性の重要性を広

く啓発する事業 

①里山復元ボランティアに関する事業 

・内容：田んぼの会、畑の会、森の会、散策路の会、自然観察の会の運営 

・日時：実績 

田んぼの会活動日数（52日） 

畑の会活動日数（151日） 

森の会活動日数（26日） 

自然観察の会活動日数（214日） 

散策路の会活動日数（55日） 

・場所： 鎌倉広町緑地全域 

・従事者人員：延べ2,421人 

・受益対象者：市民、生態系 

 

②広町緑地の保全・管理に必要な各種研修 

１） ホットスポット研修会（神奈川県自然保護協会）ボランティア3名参加 

２） 茅ヶ崎里山公園 視察 ボランティア３名参加 

３） 新治里山公園 視察 理事２名訪問 

 

 ③広町緑地内で保全が必要なエリアにおいて、現状の把握、問題点の整理、解決策の検討を行い

環境保全計画を策定し、実施する事業 

環境保全委員会を10月、11月、1月、3月に開催し、以下について検討した。 

 緑地管理計画の検討 

 緑地管理業務の進捗状況確認 

 竹林跡地の整備方針の検討 

 R5年度の取り組み計画の検討 

また、事務局にて運営要綱について検討し、運営要綱(案)を作成した。 

 

⑵ 都市林づくりの活動を通じて、自然環境の重要性について、多くの人々、とくに次代を 

引き継ぐ青少年の環境教育を支援するための事業（子ども向け体験活動事業と共催とした） 

① かまくら緑の探偵団の運営に関する事業 

・内容：広町の森にて、次世代を継ぐ若い世代の学習の場を提供した。田植え、稲刈り、麦踏

み、サトイモ・サツマイモの植え付けや収穫、植樹祭への参加、水辺の生き物観察

会、広町ハイキング、作文発表会など、田んぼや畑などの里山活動と連携し、季節を

通じた活動を行った。また、2022年度は神奈川県緑の少年団交流集会の担当団として

広町での全県大会の運営を担った。 

・日時：通年（活動日数延べ14日） 

・場所： 鎌倉広町緑地内（試行で鎌倉市内、県内） 

・従事者人員：延べ100人 

・受益対象者：探偵団団員および市民 
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② 幼稚園、保育園、小中学校の自然体験受け入れ事業 

・内容：田んぼの田植え、稲刈、脱穀作業、芋掘りなど畑地作業、緑地内パトロール、樹林地

保護作業への参加など、里山活動への小中高校の児童、生徒、学生の受け入れ、環境

教育の支援を行った。 

・日時：通年（活動日数延べ15日） 

・場所： 鎌倉広町緑地内 

・従事者人員：延べ80人 

・受益対象者：参加する児童生徒および市民 

 

③ 高校生ボランティア受け入れ 

 イベント時、夏休み等にボランティアの受け入れを行った。 

延べ受入人数40名。 

 

④ 大学等研究機関との連携 

１） 野鳥標識調査 

山階鳥類研究所 調査員 高橋和也 さん実施の鳥類標識調査への支援を行った。 

（調査期間は、R5年4月1日から R6年3月31日まで） 

 

⑤ 湘南鎌倉医療大学との連携 

・内容：医療大学の体験学習の受け入れを行った。田植え、収穫祭に参加頂いた。 

・日時：通年（活動日数延べ５日） 

・場所： 鎌倉広町緑地内 

・従事者人員：延べ80人 

・受益対象者：参加する学生および市民 

 

⑥ 市民団体との活動の連携 

・内容：市民団体や周辺自治会町内会等園内で活動をしている団体との連絡調整を行った。 

・日時：通年 

・場所： 鎌倉広町緑地内 

・従事者人員：延べ30人 

・受益対象者：市民 

 

⑦ 広町塾の運用 

 この取り組みは、事情により開催しなかった。 
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⑶ 鎌倉広町緑地を拠点として行う各種イベントの企画運営事業 

①里山復元活動の成果を市民とわかちあうイベント事業 

・内容：植樹祭、田植え祭、稲刈り祭、収穫祭など予定通り開催した。 

・開催実績： 

5月22日 植樹祭（参加者数 38人） 

6月11日 田植え会（参加者数 309人） 

10月9日 稲刈祭（参加者数 164人） 

11月19日  収穫祭（参加者数 425人） 

・場所： 鎌倉広町緑地 

・従事者人員：130人（一般ボランティアを含む） 

・受益対象者：市民 

 

②収穫物を活用した体験・講座に関する事業 

・内容：豆腐作り教室、藍染め教室、コンニャクづくり教室、そば打ち教室など、里山保全活

動での収穫物を元に講座を開催した。 

・開催実績： 

5月22日(AM) 広町の野草クッキング（参加者数 10人） 

5月22日(PM) 広町の野草茶を楽しむ（参加者数 10人） 

5月28日 豆腐作り教室（参加者数 14人） 

7月24日 そば打ち教室（参加者数 20人） 

8月28日 藍染教室（参加者数 30人） 

11月15日  コンニャク作り教室（参加者数 14人） 

2月23日     そば打ち教室（参加者数 26人） 

・場所： 鎌倉広町緑地管理事務所、腰越学習センター 

・従事者人員：延べ32人 

・受益対象者：市民 

 

③鎌倉広町緑地ガイドに関する事業 

1）緑地ガイド（里山さんぽ） 

・内容：広町緑地の魅力を広く市民に知ってもらうため市民ボランティア・市民の会会員が中

心となり実施するガイド。里山の四季と活動にあわせ、年間８回開催した。 

・開催実績： 

4月23日 春の植物観察会（参加者数 19人） 

4月30日 大桐と藤の鑑賞会（参加者数 20人） 

8月6日   夜の昆虫観察会（参加者数 32人） 

  8月21日 夏のチョウ観察会（参加者数 20人） 

 9月25日 秋の植物観察会（参加者数 7人） 

 12月10日  広町紅葉散歩（参加者数 13人） 

 1月22日 冬の野鳥観察会（参加者数 17人） 

 3月25日 大桜鑑賞会（雨天中止） 

・場所： 鎌倉広町緑地内 
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・従事者人員：延べ26人 

・受益対象者：市民 

 

⑷ 鎌倉広町緑地の指定管理に関する事業 

①指定管理者受託をうけての事業 

・内容：「令和４年度鎌倉広町緑地の事業計画書・収支予算書」記載の業務を、鎌倉市公園協

会と協働し実施した。 

・日時：通年 

・場所： 鎌倉広町緑地ほか 

・従事者人員：約20人 

・受益対象者：市民 

 

   ②管理運営協議会を実施して共同事業体との連携を図る事業 

・内容：指定管理業務の円滑な推進の為の連絡調整の場として管理運営協議会を毎月開催し

た。四半期に一度鎌倉市みどり公園課の参加を得、連絡調整を行った。 

・日時：毎月1回 年12回 

・場所： 鎌倉広町緑地管理事務所、腰越行政センター 

・従事者人員：延べ約60人 

・受益対象者：市民 

 

③安全管理の徹底に関する事業 

・内容：安全管理委員会により刈払い機安全講習会を6月26日に開催した。（参加者数8人） 

消防訓練等は実施できなかった。 

・場所： 鎌倉広町緑地ほか 

・従事者人員：3人 

・受益対象者：市民   

 

⑸ 鎌倉広町緑地を利用して行う保健、福祉活動の支援事業 

①福祉団体の体験事業 、支援事業 

・内容：近隣の老人介護施設や障害者施設などの高齢者や障害者を対象として、広町緑地の案

内や催しの情報提供や来園に対する支援活動。西鎌倉社会福祉協議会、腰越地区社会

福祉協議会、西鎌倉助け合いの会などの支援を行った。 

     

 

②福祉施設への収穫物の寄付に関する事業 

・内容：身体障害者施設、独居老人に対するサービス施設への収穫物の寄付を西鎌倉社会福祉 

協議会、腰越地区社会福祉協議会、西鎌倉助け合いの会等） 

・日時：10月〜1月 

・場所： 鎌倉広町緑地内・各施設 

・従事者人員：延べ20人 

・受益対象者：市民 
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⑹ 鎌倉広町緑地に関する情報提供事業 

①市民の会 会報「広町からの風」の発行に関する事業 

新スタッフによるリニューアルを行い、5８号から新デザインでの発行とした。 

58号 2022年9月15日 新理事の紹介他 

59号  2022年10月25日   市民の会改革への取り組みとこれから 

60号 2022年12月15日  2022年収穫祭の様子 

61号 2023年3月15日  市民の会20周年特集 

 

②広町緑地公式ニュース「ひろまちだより」の発行に関する事業 

・内容：主に紙媒体による、広町緑地の魅力を広く紹介する広報活動を行った。 

・日時：年4回 

・従事者人員：延べ20人 

・受益対象者：市民 

 

③市民の会ホームページ、ブログ等の運営に関する事業 

・内容：市民の会のホームページの全面見直しを行い、ボランティア活動を中心に発信力を向

上させた。 

・日時：通年 

・従事者人員：10人 

・受益対象者：市民 

 

   ④鎌倉広町緑地公式ホームページ、フェイスブック、ツイッター等の運営に関する事業 

・内容：公式ホームページ トップページのリニューアルを行った。また、緑地動植物の季節の

変化をとらえた魅力紹介に努めた。合わせて、緑地を支えるボランティア活動の紹介

や、ボランティア活動への参加呼びかけにも配慮した。一方、指定管理者としての業

務の紹介、危険個所情報の発信も行った。発信数は、一昨年比２倍程度となった。 

・日時：通年 

・従事者人員：10人 

・受益対象者：市民 

 

⑤花図鑑出版に関する事業 

・内容：2012年度に制作した広町花図鑑の販売を行った。 

・実績：28冊販売 

・従事者人員：2人 

・受益対象者：市民 

 

⑥広報活動に関する事業 

1)イベントやガイドに関するポスターやちらしの作成事業 

・内容：各イベントやガイドに関するポスターやちらしの作成と配架、配布を適宜行った。 

・日時：通年 
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・従事者人員：10人 

・受益対象者：市民 

2)市内各所でのイベントに参加、出展する事業 

・内容：「鎌倉市民活動フェスティバル」への参加とパネル展示などの広報活動を行った。 

・日時：年1回、通算2日 

・従事者人員：4人 

・受益対象者：市民 

    3)広町花だよりの発行に関する事業 

・内容：自然観察の会植物班の観察記録をもとに、1月を除く各月に A4判の花だよりを発行

し、配架、ホームページに掲載した。改善の予定であった、リーフレット化「花ごよみ」

の制作に着手した。 

・日時：年11回 

・従事者人員：30人 

・受益対象者：市民 

 

  (7) 助成金受託に関する事業 

かまくら緑の探偵団助成金(かながわトラストみどり財団)を受け、子ども関連事業として実施

した。その他の助成金応募は行わなかった。 

 

  (8) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

①事務局運営の改善 

事務局の再構築については、事務局スタッフとして8月に2名、2023年2月より4名が加わ

り、従来2名の中心スタッフで推進してきた業務を多様なスタッフでシェアしながら運営する

体制への移行を進めた。経理の DX 化、多数の短時間業務のスタッフでの業務連携の為の業務

SNS(LINE WORKS)の導入など業務の効率化を推進し、NPO 法人としての安定した基盤作り

に努めた。 

 

②総会、理事会、5つの会連絡会の運営 

 2022年5月29日に総会を開催し、年度報告を確認し、年度計画を決定した。 

 理事会の再構築に取り組んだ。8月より7名の新任理事が参加し、理事19名、監事2名の運

営体制とし、これまでのふりかえり、次期指定管理応募への体制について検討した。最終

的に、2023年1月7日理事会にて、次期指定管理の単独応募を議決した。 

 ５つの会連絡会は、例年通り偶数月に計6回開催し、ボランティア活動の連絡調整を行っ

た。 

以上 
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補足資料 

 

＊会員動向   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）一部集計途上の部分あり変更可能性あり          

 

個人 団体 個人 団体

期初 552 122 4 423 3

期末 506 124 4 376 2

増減 ▲ 46 2 0 ▲ 47 ▲ 1

退会 86 14 0 71 1

入会 40 16 0 24 0

正会員 普通会員
会員総数



資料2-1            

２０２２年度　　活動計算書

　２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで

特定非営利活動法人　鎌倉広町の森市民の会

（単位：円）

科目
金額

摘要
①当年度 ②前年度 ③増減

（①-②）
Ⅰ　経常収益

１　受取会費

(1)受取会費 703,000 744,000 ▲ 41,000
年会費：個人正会員（＠3,000円×113名）、個人普通会員（＠1,000円×314
名）
団体正会員（＠10,000円×4団体）、団体普通会員（＠5,000円×2団体）

２　受取寄附金
(1)受取寄附金 465,808 120,020 345,788 個人寄附金430,330円(21件）、団体寄附金35,478円(1件)

３　受取助成金等
(1)受取補助金 120,000 120,000 0 かながわトラスト緑財団(緑の探偵団への助成)

４　事業収益

(1)かまくら緑の探偵団事業収益 0 0 0

(2)指定管理事業収益 14,309,000 14,309,000 0 鎌倉市指定管理料収入14,309,000円

(3)物品販売等収益 27,900 20,900 7,000 花図鑑売上（28冊）
(4)講師料収入 40,000 64,500 ▲ 24,500 鎌倉医療大学体験活動指導料
(5)自主事業収入他 211,500 110,300 101,200 指定管理自主事業参加費

４　その他収益
(1)受取利息 51 33 18 普通預金利息
(2）雑収入 500 500 軽トラック貸出収入

経常収益計 15,877,759 15,488,753 (389,006)

Ⅱ　経常費用
１　事業費

(1)人件費
役員報酬 0 0 0
給料手当 6,229,263 5,636,380 592,883 職員給与（短時間非常勤１名、臨時職員11名）
賞与 0 0 0
福利福利費 304,671 321,493 ▲ 16,822 職員社会保険料(短時間非常勤1名）
人件費計 6,533,934 5,957,873 576,061

(2)その他経費
売上原価 15,680 11,760 3,920 花図鑑売上原価（＠560円×28冊）
広告宣伝費 560 0 560 花図鑑事務所用1冊
業務委託費 2,869,526 3,191,073 ▲ 321,547 広町緑地樹林管理業務委託料、発生材処理委託料
諸謝金 46,068 38,046 8,022 イベント講師料、観察会講師料、広町緑地懇話会旅費
支払手数料 10,835 10,812 23 振込手数料
印刷製本費 862,340 367,150 495,190 広町だより、行事ポスター、自然観察報告集、園内パンフレット、探偵団案内
会議費 700 0 700 会場費
旅費交通費 468,060 361,764 106,296 通勤手当（431,602円)、職員交通費
通信費 159,143 161,830 ▲ 2,687 郵便料金(鎌倉みどりの探偵団発送費）ほか
消耗品費 608,928 632,233 ▲ 23,305 事務用消耗品、植物管理消耗品（352,458円）
修繕費 68,527 41,966 26,561 印刷機インク代、物品修理代
水道光熱費 440,930 411,683 29,247 電気、ガス、上下水道代
車両関連費 111,342 92,326 19,016 軽トラック定期検査・修理料
燃料費 81,815 74,004 7,811 作業車ガソリン代（37,556円）、機器ガソリン代、機器オイル代
減価償却費 0 0 0 パソコン即時償却費
保険料 360,745 397,626 ▲ 36,881 傷害保険、賠償保険、レクレーション保険
租税公課 670,400 684,600 ▲ 14,200 令和5年3月期確定消費税
諸会費 0 0 0
報償費 894,292 949,670 ▲ 55,378 5つの会ボランティア活動物品・資材等経費、イベント経費、活動経費
役務費 226,609 183,580 43,029 電話代、インターネットバンキング代、PCソフトレンタル代ほか
支払報酬 699,000 699,000 0 税理士顧問料、ホームページ管理顧問料
接待交際費 560 0 560 花図鑑寄贈分1冊
図書教育費 10,700 891 9,809 図書資料代
調査研修費 0 63,700 ▲ 63,700 （研修会経費）
活動費 49,374 63,367 ▲ 13,993 かまくら緑の探偵団活動費
雑費 0 1,680 ▲ 1,680
寄附金 0 0 0
その他経費計 8,656,134 8,438,761 217,373

事業費計 15,190,068 14,396,634 793,434
２　管理費

(1)人件費
給料手当 410,544 535,680 ▲ 125,136 職員給与（臨時職員１名、臨時職員1名の指定管理との案分）
人件費計 410,544 535,680 ▲ 125,136

(2)その他経費
業務委託費 22,000 0 22,000 理事名刺デザイン料
支払手数料 220 0 220 振込手数料、ＨＰ管理料
印刷製本費 68,476 19,300 49,176 広町からの風(市民の会会報）印刷代、会議資料印刷費用
会議費 28,496 2,000 26,496 会議室借用代
旅費交通費 24,030 28,903 ▲ 4,873 スタッフ交通費
通信費 185,625 134,338 51,287 郵便料金(会報等発送費）
消耗品費 31,974 73,378 ▲ 41,404 事務用消耗品
修繕費 22,860 0 22,860 印刷機インク代
租税公課 8,900 5,050 3,850 印紙、納税証明書代
諸会費 13,000 10,000 3,000 神奈川トラストみどり財団会費、市民活動センター運営会議賛助会費
役務費 57,978 12,490 45,488 市民の会ホームページドメイン料、ZOOM利用料
その他経費計 463,559 285,459 178,100

管理費計 874,103 821,139 52,964
経常費用計 16,064,171 15,217,773 846,398

当期経常利益増減額 ▲ 186,412 270,980 ▲ 457,392

Ⅲ　経常外収益 0
　　 雑収入 0 983 ▲ 983 現金過不足、学習センター印刷預け金返却
経常外収益計 0 983 ▲ 983

Ⅳ　経常外費用
雑損失 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
税引前当期正味財産増減額 ▲ 186,412 271,963 ▲ 458,375
法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0 法人県民税20,000円、法人市民税50,000円
当期正味財産増減額 ▲ 256,412 201,963 ▲ 458,375
前期繰越正味財産額 4,254,659 4,052,696 201,963

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 3,998,247 4,254,659 ▲ 256,412



資料2-2

　　２０２２年度　　計算書類の注記

特定非営利活動法人　鎌倉広町の森市民の会

１． 重要な会計方針

　　

　計算書類の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会） によっています。

　 （１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法を採用しています。

　 （２）固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産

定率法を採用しています。

（３）消費税等の会計処理
税込方式によっています。

２． 事業別損益の状況

（単位：円）

科目 かまくら緑の
探偵団事業

指定管理
事業

物品販売等
事業

講師事業 自主事業 事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益
 １．受取会費 (0) (703,000) (703,000)

 ２．受取寄附金 (29,000) (1,330) (30,330) (435,478) (465,808)
 ３．受取助成金等 (120,000) (120,000) (120,000)

 ４．事業収益 (14,309,000) (27,900) (40,000) (202,800) (14,579,700) (14,579,700)
 ５．その他収益 (8,746) (8,746) (505) (9,251)

経常収益計 (149,000) (14,317,746) (27,900) (40,000) (204,130) (14,738,776) (1,138,983) (15,877,759)
Ⅱ　経常費用

（１）人件費 (0)

役員報酬 (0) (0) (0)

給料手当 (6,229,263) (6,229,263) (410,544) (6,639,807)

賞与 (0) (0)

福利厚生費 (304,671) (304,671) (304,671)

人件費計 (0) (6,533,934) (0) (0) (0) (6,533,934) (410,544) (6,944,478)
（２）その他経費

売上原価 (15,680) (15,680) (15,680)
広告宣伝費 (560) (560) (560)
業務委託費 (55,000) (2,814,526) (2,869,526) (22,000) (2,891,526)
諸謝金 (26,022) (20,046) (46,068) (46,068)
支払手数料 (330) (10,505) (10,835) (220) (11,055)
印刷製本費 (44,000) (818,340) (862,340) (68,476) (930,816)
会議費 (700) (700) (28,496) (29,196)
旅費交通費 (4,412) (463,648) (468,060) (24,030) (492,090)
通信費 (139,040) (20,103) (159,143) (185,625) (344,768)
消耗品費 (20,003) (588,925) (608,928) (31,974) (640,902)
修繕費 (68,527) (68,527) (22,860) (91,387)
水道光熱費 (440,930) (440,930) (440,930)
車両関連費 (111,342) (111,342) (111,342)
燃料費 (81,815) (81,815) (81,815)
減価償却費 (0) (0)
保険料 (360,745) (360,745) (360,745)
租税公課 (670,400) (670,400) (8,900) (679,300)
諸会費 (0) (13,000) (13,000)
報償費 (894,292) (894,292) (894,292)
役務費 (226,609) (226,609) (57,978) (284,587)
支払報酬 (699,000) (699,000) (699,000)
接待交際費 (560) (560) (560)
図書教育費 (10,700) (10,700) (10,700)
調査研修費 (0) (0)
活動費 (49,374) (49,374) (49,374)
雑費 (0) (0)
寄附金 (0) (0)

その他経費計 (312,159) (8,307,129) (16,800) (0) (20,046) (8,656,134) (463,559) (9,119,693)

経常費用計 (312,159) (14,841,063) (16,800) (0) (20,046) (15,190,068) (874,103) (16,064,171)

当期経常増減額 ▲ 163,159 ▲ 523,317 11,100 40,000 184,084 ▲ 451,292 264,880 ▲ 186,412

３． 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は3,998,247円ですが、そのうち3,710,000円は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は544,659円です。

（単位：円）
内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

神奈川トラスト緑財
団寄附金 0 120,000 120,000 0 みどりの探偵団事業に使途が制約されている

助成金
広町緑地の長期保全
活用基金 (3,710,000) 0 0 (3,710,000)

合計 3,710,000 120,000 120,000 (3,710,000)

４． 固定資産の増減内訳

（単位：円）
科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

機械装置 290,000 290,000 290,000 0 

器具備品 108,702 108,702 108,702 0 

車両運搬具 1,065,980 1,065,980 1,065,979 1 

合計 1,464,682 0 0 1,464,682 1,464,681 1 

５．
その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

　・　事業費と管理費の按分方法
人件費、印刷製本費、消耗品費及び活動費の按分は、おおよそ当初予算の比率による。支払手数料、旅費交通費、通信費、については実績をそのまま計上する。

　・　その他の事業に係る資産の状況

特になし
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２０２２年度  貸借対照表

2023年3月31日現在

特定非営利活動法人　鎌倉広町の森市民の会

（単位：円）

科目 金額

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 (5,468,311)

棚卸資産 (56,000)

仮払金 (0)

仮払税金 (6)

　流　動　資　産　合　計 (5,524,317)

２　固定資産

(1)有形固定資産

　　機械装置 (0)

器具備品 (0)

車両運搬具 (1)

有形固定資産計 (1)

(2)無形固定資産

無形固定資産計 (0)

(3)投資その他の資産

長期前払費用 (7,399)

　　預託金 (7,190)

投資その他の資産計 (14,589)

　固　定　資　産　合　計 (14,590)

資　　産　　合　　計 (5,538,907)

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 (628,575)

仮受金 (463,000)

預り金 (47,685)

未払消費税等 (331,400)

未払法人税等 (70,000)

　流　動　負　債　合　計 (1,540,660)

２　固定負債

長期借入金

　固　定　負　債　合　計 (0)

負　　債　　合　　計 (1,540,660)

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 (4,254,659)

 当期正味財産増減額 ▲ 256,412

 正味財産合計 (3,998,247)

負債及び正味財産合計 (5,538,907)
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２０２２年度　　財産目録

２０２３年３月３１日現在

特定非営利活動法人　鎌倉広町の森市民の会

（単位：円）
科目 金額

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現金預金
手元現金（指定管理事業用） (59,466)
手元現金（管理） (21,685)

スルガ銀行普通預金（指定管理事業用） (575,990)
りそな銀行普通預金（物販販売事業用） (145,465)

郵便貯金 (860,797)

郵便振替口座 (3,804,908)

棚卸資産
花図鑑（＠560×100冊） (56,000)

仮払税金
預金利息源泉税（国税） (6)

　流　動　資　産　合　計 (5,524,317)
２　固定資産

(1)有形固定資産
機械装置
　脱穀機 (0)
器具備品
　プリンター (0)
車両運搬具
　軽貨物自動車 (1)
有形固定資産計 (1)

(2)無形固定資産
(0)

無形固定資産計 (0)
(3)投資その他の資産

長期前払費用 (7,399)
預託金 (7,190)
投資その他の資産計 (14,589)

　固　定　資　産　合　計 (14,590)

資　　産　　合　　計 (5,538,907)

Ⅱ　負債の部
１　流動負債

未払金
社会保険料 (43,020)
木村真紀税理士事務所　顧問料 (33,000)
インターネットバンキング手数料 (1,100)
電話料金 (4,737)
ガス料金 (1,760)
水道料金 (3,711)
ＨＰ管理料（西沢） (6,000)
（公財）鎌倉市公園協会　プレート代金 (7,800)
アスクル (7,170)
モノタロウ (7,678)
鎌倉市 発生材処理業務委託料 (1,690)
立替金（小坂） (2,729)
立替金（山田） (102,870)
給与（望月） (5,336)
給与（渡邉） (79,866)
給与（柴田信之） (57,938)
給与（河野） (89,280)
給与（畔上） (38,912)
給与（深沢） (71,424)
給与（粕谷） (62,554)

仮受金
前受会費 (463,000)

預り金
源泉所得税 (46,085)
住民税 (1,600)

未払消費税等 (331,400)
未払法人税等 (70,000)

　流　動　負　債　合　計 (1,540,660)
２　固定負債

(0)
　固　定　負　債　合　計 (0)

負　　債　　合　　計 (1,540,660)

正　　味　　財　　産 (3,998,247)
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